
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年 ５月１５日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：IPCC の温暖化シナリオ A1B の下での伊勢湾台風級の台風の強大化

とそれによる伊勢湾での高潮・高波の計算を，大気－海洋－波浪結合モデルと軸対称渦位モデ

ルの組み合わせによって大気・海洋力学的に行い，その結果を基に，高潮災害の減災戦略・対

策に必要な外力を科学的に予測するシステムを開発した． 
 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： A numerical simulation system incorporating an 
atmosphere-ocean-wave coupled model and a typhoon potential bogus scheme was 
developed to calculate storm surges and high waves in Ise bay under the climate in 
September 2099, as inferred from the IPCC SRES A1B scenario and predict the intensified 
typhoon power for the strategy and countermeasure reducing the disaster. 
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１． 研究開始当初の背景 

IPCC 第 4 次報告は，温暖化によって台風
（以後，ハリケーンなども含めた言葉として
使用）の強度が増大する可能性を指摘してい
る．Trenberth(2007)や Emanuel（2008）ら
は，さらに踏み込み，台風強度が海水温と極
めて高い相関を持ち，海洋による差はあって
も温暖化によって台風が強大化するとして
いる．しかしながら，台風発生期の不安定性
やモデルの精度，解像度等になお課題があり，
対象となる台風の強度が温暖化によって具

体的にどの程度増大するのか依然として不
明のため，対策の前提となる外力の大きさが
確定せず，長期的な減災戦略・対策を検討す
る上でまず行うべき現存防災施設の性能照
査が困難な状況にある．止む無く，確率台風
モデルを用いた外力評価が行われているが，
「台風特性は温暖化によって変化しない」の
仮定の下に既往台風の属性値分布が用いら
れており，温暖化による台風特性の変化自体
が問題となる強大化評価に対しては原理的
な限界があり，温暖化と台風災害の増大を背
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景にこれに変わる手法が強く求められるよ
うになっている． 
 
２． 研究の目的 
本研究は，このような観点から，伊勢湾台

風級から熱力学的可能最大級までの台風を
対象とし，それらが設定コースを通って上陸
する時の強度が IPCC の温暖化シナリオの下
でどこまで増大するかを大気海洋結合モデ
ルによって定量的に評価するとともに，それ
らが現存防災施設に作用する時の性能照査
と長期的減災戦略・対策に必要な情報を提供
するための台風外力予測システムの開発を
目的としたものである． 
 
３．研究の方法 

まず，対象とする台風が発生し，それが想
定被災地域に最悪コースで来襲する気象・海
象条件を過去 50年間の気象庁および ECMWF 
SSTデータから明らかにし，この条件を満た
す温暖化時の気象・海象場を IPCC SRESに基
づく予測結果から選出した． 

ついで，選出された気象場に対象台風を埋
め込む台風気象場の初期化を渦位空間上で
行い，その逆変換によって結合モデルの初期
値を実空間で与える手法を開発した． 
また，台風直下の海面表層混合層の乱流構

造とその海面摩擦への影響を解明・評価した
バルク式を導き，台風を水平 2km格子で計算
し，設定コース上を進ませるための双方向ネ
スティングの移動格子・コース同化計算法を
開発した． 
さらに，現行および温暖化時の気象条件下

で対象台風が伊勢湾および東京湾に最悪コ
ースを通過し，来襲したときの上陸時中心気
圧の差異から温暖化の台風強大化への影響
を明らかにした．以上の結果を基に，性能照
査・減災対策に必須となる潮位や波高，風速，
降水量などの予測システムを開発した． 

 
４．研究成果 

大気-海洋-波浪結合モデルと本研究にお
いて開発した軸対称渦位モデルを組み合わ
せ，明治以降我が国最大の台風災害をもたら
した伊勢湾台風が温暖化時に来襲する場合
の再現シミュレーションを行った．具体的に
は，21世紀末(2099年)9月の大気・海洋場を
IPCC の温暖化シナリオ SRES A1B によって渦
位空間上で与え，そこに伊勢湾台風級台風
(伊勢湾台風がそうであったように所定の大
気・海洋場において発達できる上限にほぼ到
達する台風)の軸対称渦位モデルを埋め込む
初期設定を行った．さらに，それを実空間に
逆変換することにより，A1B シナリオに基づ
く 2099 年 9 月の大気・海洋場に伊勢湾台風
級台風が発生した時の初期化を行い，40ケー
スの異なる進路で紀伊半島に上陸させ，これ

らによる高潮や高波，風速，降水量の計算を
行った．その結果，これらの台風の上陸時の
中心気圧は約 900～910hPaとなり，伊勢湾上
での最大風速は 50m/sを超え，名古屋港で発
生する高潮の最大潮位偏差は伊勢湾台風
(1959年)による高潮の潮位偏差 3.55mの 2倍
近い 6.5m に達する可能性のあることがわか
った．この結果に対する社会的反響は大きく，
伊勢湾台風 50周年に当たる 2009年 6月に中
日新聞の一面に大きく報道されたほか，読売
新聞でも大きく取り上げられ，同年 9月には
中部・北陸地方向け NHK 総合テレビの 90 分
特番や朝の全国放送のおはよう日本，東海テ
レビなどでも紹介され，社会の関心に応えた
研究として高く評価された． 
 さらに，東京湾に伊勢湾台風級台風が来襲
する場合についても同様な検討を行い，現在
においてもそのような台風が最悪コースを
通る場合，東京湾での既往最大潮位偏差 2.3m
を 1m上回る 3.3mの高潮が発生することを明
らかにした．そして，A1B シナリオに従って
温暖化が進んだ 2099 年 9 月にそのような台
風が最悪コースを通って来襲する場合には，
潮位偏差が 2.3m を 1.8m も上回る 4.1m に達
す高潮が発生することを明らかにした．この
結果に対する社会的反響は全国的であり，4
大紙に加えて時事通信や共同通信を通して
地方紙でも広く報道された．また，フジテレ
ビの 6時のニュースや新幹線のテロップニュ
ースでも報道されるなど大きな社会的関心
を引き起こした． 
 これらの報道内容の一部を新聞記事等で
以下に示す． 
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